
一
八
七

◇
平
成
十
六
年
度
　
短
大
仏
教
科
開
講
科
目

　基
礎
仏
教
学
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
木
村
　
誠
司

　『
般
若
心
経
』を
テ
キ
ス
ト
と
し
、前
期
は
様
々
な

角
度
か
ら
考
察
を
加
え
た
。
注
釈
書
を
用
い
、
特

に
空
海
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
参
照
し
た
。

宗
学
研
究                

　

角
田    
泰
隆

前
期
は
、
曹
洞
宗
の
基
本
的
事
柄
に
つ
い
て
概

説
、
後
期
は
、
両
祖
（
道
元
禅
師
・
瑩
山
禅
師
）
の

伝
記
を
た
ど
り
な
が
ら
、そ
の
基
本
的
な
教
義
に

つ
い
て
講
義
。

禅
学
研
究
　
　
　
　
　 

　
　
　

奥
野
　
光
賢

禅
学
特
有
の
用
語
の
解
説
を
中
心
と
し
な
が
ら
、

慧
能
に
至
る
ま
で
の
中
国
禅
宗
史
を
概
説
。そ
の

上
で
『
六
祖
壇
経
』
を
講
読
し
て
、
禅
思
想
の
思

想
的
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

仏
典
研
究
Ⅰ
　 

　
　 

　
　
　
　

木
村
　
誠
司

袴
谷
憲
昭
『
仏
教
入
門
』
を
中
心
と
し
、
イ
ン
ド
・

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

仏
典
研
究
Ⅱ
　

石
井
　
公
成

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
場
に
お
い
て
語
法
に
注
意
し

つ
つ
初
期
仏
教
の
漢
訳
を
講
読
。

仏
典
研
究
Ⅲ
　
　
　
　
　
　
　
　

袴
谷
　
憲
昭

源
信
『
大
乗
対
倶
舎
抄
』
の
講
読
を
、
日
本
に
お

け
る
仏
教
思
想
の
展
開
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う

大
き
な
目
標
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

続
講
で
は
あ
る
が
、
平
成
十
六
年
度
に
は
、「
界

品
」
第
十
八
頌
よ
り
第
二
十
二
頌
ま
で
の
「
対
本

頌
弁
義
」
を
講
読
し
た
。

宗
学
演
習  

　
　
　
　
　
　
　
　

角
田    

泰
隆

『
正
法
眼
蔵
』「
発
菩
提
心
」
巻
を
研
究
し
た
。  

前

期
は
、図
書
館
に
て
研
究
ノ
ー
ト
の
作
成
。  

後
期

は
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
て
も
ら
い
、
演
習
形
式

で
講
読
。

仏
教
思
想
演
習

袴
谷
　
憲
昭

こ
の
演
習
で
は
、
目
下
、
安
然
『
真
言
宗
教
時
義
』

を
講
読
中
で
あ
る
が
、
平
成
十
六
年
度
は
、
第
二

十
五
問
答
よ
り
第
二
十
八
問
答
へ
移
る
間
に
、た

ま
た
ま
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
が
刊
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
『
維
摩
経
』
を
、『
真
言
宗
教
時
義
』

の
重
要
な
典
拠
の
一
つ
と
し
て
、原
典
と
比
較
し

な
が
ら
、経
文
の
数
十
箇
所
の
吟
味
検
討
の
方
に

大
半
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
に
な
っ
た
。

中
国
仏
教
演
習

奥
野
　
光
賢

凝
然
『
八
宗
綱
要
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
仏
教

の
歴
史
と
教
理
を
演
習
形
式
で
概
説
。昨
年
度
は

「
三
論
宗
」
の
項
の
講
読
。
そ
の
際
、
吉
蔵
の
『
三

論
玄
義
』『
中
観
論
疏
』等
に
見
ら
れ
る
重
要
な
記

述
も
あ
わ
せ
て
講
読
し
た
。

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
演
習

木
村
　
誠
司

顕
教
に
関
す
る
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
見
解
を
考
察
し

た
。
前
期
は
中
観
、
後
期
は
唯
識
を
扱
っ
た
。

仏
教
文
学
演
習

石
井
　
公
成

『
源
氏
物
語
』『
万
葉
集
』
な
ど
を
引
用
仏
典
に
注

意
し
つ
つ
講
読
。

禅
籍
講
読  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
田
　
泰
隆

道
元
禅
師
の
『
学
道
用
心
集
』
を
講
義
。

日
用
経
典
概
説

奥
野
　
光
賢

平
成
十
七
年
度
　
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
科
彙
報



一
八
八

仏
教
と
文
化

木
村
　
誠
司

『
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
』に
関
す
る
文
化
的
・
思

想
的
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

外
国
語
仏
書
演
習

袴
谷
　
憲
昭
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第
十
章
を
ほ
ぼ
読
了
し
た
。

坐
禅    

　
　
　
　
　
　
　
　

角
田
　
泰
隆

前
半
は
只
管
打
坐
、
後
半
は
『
正
法
眼
蔵
』「
坐

禅
儀
」
と
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
提
唱
。

〔
全
学
共
通
科
目
〕

仏
教
と
人
間
（
短
大
仏
教
科
）

角
田
　
泰
隆

前
期
は
、
宗
教
の
概
念
お
よ
び
世
界
の
宗
教
に

つ
い
て
概
説
し
、
後
期
は
仏
教
の
基
本
的
な
教

義
に
つ
い
て
解
説
。

【
他
学
部
開
講
科
目
】

〔
大
学
院
〕

修
士
課
程
・
仏
教
学
特
講
Ⅱ     
　
　
石
井
　
公
成

仏
教
色
の
強
い
中
国
・
日
本
の
漢
詩
を
講
読
。

〔
仏
教
学
部
〕

朝
鮮
仏
教
史
　

石
井
　
公
成

『
三
国
異
事
』
や
禅
文
献
を
主
な
材
料
と
し
つ
つ

古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
仏
教
を
概
説
。

坐
禅
Ⅰ

角
田
　
泰
隆

前
半
は
只
管
打
坐
、
後
半
は
坐
禅
に
関
す
る
両

祖
の
撰
述
の
提
唱
。

日
本
仏
教
文
化
史
　
　
　
　
　
　

袴
谷
　
憲
昭

序
　
　
‥
仏
教
東
漸 

― 

半
跏
思
惟
像

第
一
章
‥「
玉
虫
厨
子
」
と
捨
身
供
養

第
二
章
‥『
往
生
要
集
』
と
地
獄
極
楽

第
三
章
‥『
一
言
芳
談
』
と
後
世
物
語

第
四
章
‥『
日
本
史
』
に
お
け
る
仏
教

第
五
章
‥『
新
論
』
の
国
体
論
と
仏
教

結
　
　
‥
仏
教
西
来 

― 

靖
国
問
題
考

ほ
ぼ
右
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

元
来
は
「
在
家
菩
薩
」
で
あ
る
は
ず
の
「
半
跏
思

惟
」像
の
形
体
に
象
徴
さ
れ
る
仏
教
徒
の
信
仰
対

象
は
、
必
ず
「
仏
」
に
な
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
て

い
る
「
苦
行
者
」
た
る
「
出
家
菩
薩
」
で
あ
る
。
そ

の
「
出
家
菩
薩
」
の
姿
を
描
い
た
も
の
が
「
玉
虫

厨
子
」
で
あ
る
が
、
そ
の
「
捨
身
」
の
霊
魂
観
を
、

「
菩
提
心
」
を
中
心
に
、「
一
念
三
千
」
の
教
義
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
靖
国
問
題
」
の
「
英
霊
」

前
期
は
仏
教
教
理
史
を
概
説
し
な
が
ら
主
要
な
大

乗
経
典
に
対
す
る
解
説
。後
期
は
曹
洞
宗
に
お
い

て
日
頃
読
誦
し
て
い
る
経
典（
教
典
）・
語
録
等
を

概
説
。
主
と
し
て
『
修
証
義
』「
発
願
利
生
」
を
中

心
に
扱
っ
た
。

仏
教
伝
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
田
　
泰
隆

前
期
は
、釈
尊
の
伝
記
を
学
び
な
が
ら
仏
教
伝
道

の
基
本
的
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
後
期
は
、
宗

門
寺
院
に
お
け
る
伝
道
の
具
体
相
、特
に
葬
祭
儀

礼
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
を
概
説
。

中
国
仏
教
史

奥
野
　
光
賢

中
国
仏
教
の
形
成
過
程
を
主
と
し
て
教
理
に
力
点

を
お
い
て
概
説
。
教
科
書
と
し
て
鎌
田
茂
雄
『
新

中
国
仏
教
史
』（
大
東
出
版
社
）
を
使
用
し
た
。

日
本
仏
教
史

袴
谷
　
憲
昭

末
木
文
美
士
『
日
本
仏
教
史
』（
新
潮
文
庫
）
を
教

科
書
と
し
、
こ
れ
を
中
心
に
、
仏
教
伝
来
よ
り
近

世
初
期
ま
で
の
日
本
仏
教
史
の
展
開
を
概
観
し

た
。

日
本
禅
宗
史
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
　
公
成

禅
の
マ
イ
ナ
ス
面
に
も
注
目
し
つ
つ
、奈
良
時
代

か
ら
現
代
ま
で
の
禅
を
概
説
。



一
八
九

に
ま
で
言
い
及
ん
だ
。そ
の
傍
ら
で
仏
教
と
キ
リ

ス
ト
教
と
に
お
け
る
霊
魂
観
の
違
い
を
、フ
ロ
イ

ス
の『
日
本
史
』や
ハ
ビ
ア
ン
の『
妙
貞
問
答
』な

ど
を
資
料
と
し
て
論
じ
、明
治
以
降
の
近
代
法
の

も
と
で
の
「
自
業
自
得
」
や
「
自
己
責
任
」
の
用

法
上
の
問
題
点
に
も
触
れ
た
。

仏
教
特
講
Ⅳ

奥
野
　
光
賢

最
初
に
如
来
蔵
・
仏
性
思
想
に
対
す
る
研
究
史
を

主
と
し
て
高
崎
直
道
博
士
の
研
究
を
紹
介
し
な
が

ら
概
説
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
大
般
涅
槃
経
』「
梵

行
品
」
を
講
読
し
つ
つ
、
そ
の
思
想
的
意
味
を
考

察
し
た
。

〔
短
期
大
学
〕

仏
教
と
人
間
（
国
文
科
前
半
）

奥
野
　
光
賢

松
本
史
朗
著
『
仏
教
へ
の
道
』（
東
京
書
籍
）
を
教

科
書
と
し
て
、仏
教
の
基
本
的
教
義
を
概
説
し
つ

つ
、
仏
教
の
人
間
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

仏
教
と
人
間
（
国
文
科
後
半
）

木
村
　
誠
司

前
期
は
仏
教
の
基
本
的
知
識
を
学
び
、後
期
は
日

本
文
学
に
お
け
る
仏
教
の
影
響
を
考
察
し
た
。

仏
教
と
人
間(

英
文
科
前
半)

　
　

石
井
　
公
成

世
界
の
主
要
な
宗
教
、お
よ
び
仏
教
の
教
理
と
歴

史
に
つ
い
て
概
説
。

仏
教
と
人
間(

英
文
科
後
半)

　
　

袴
谷
　
憲
昭

拙
著
『
仏
教
入
門
』
を
教
科
書
と
し
て
、
我
が
国

に
定
着
し
て
し
ま
っ
た
か
に
見
え
る
非
仏
教
な
考

え
方
を
反
省
し
な
が
ら
、仏
教
の
基
本
的
思
想
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

◇
教
員
研
究
活
動

　
石
井
　
公
成

〔
論
文
〕

「
中
国
禅
の
形
成
」(『
思
想
』
二
○
○
四
年
四
月

号
、
岩
波
書
店
、
二
○
○
四
・
四
）

「
曖
昧
好
み
の
源
流
―
『
伊
勢
物
語
』
と
仏
教
―
」

(
『
文
学
』
二
○
○
四
年
九
・
十
月
号
、
岩
波
書

店
、
二
○
○
四
・
九)

「
宗
教
者
の
戦
争
責
任
―
市
川
白
弦
そ
の
人
の
検

証
を
通
じ
て
―
」(『
岩
波
講
座 

宗
教 

８ 

暴
力

―
破
壊
と
秩
序
』
岩
波
書
店
、
二
○
○
四
・
九)

「
漢
詩
か
ら
和
歌
へ(

一)
―
良
岑
安
世
・
僧
正
遍

照
・
素
性
法
師
―
」(『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論

集
』
第
十
号
、
二
○
○
四
・
十)

「
無
常
と
忠
君
と
恋
を
つ
な
ぐ
も
の
―
曹
植
の
漢

詩
と
『
万
葉
集
』
の
長
歌
―
」(『
駒
澤
短
期
大

学
紀
要
』
第
三
十
三
号
、
二
○
○
五
・
三)

「『
紫
式
部
日
記
』と『
源
氏
物
語
』に
お
け
る『
維

摩
経
』
利
用
」(『
駒
澤
大
学
仏
教
文
学
研
究
』
第

八
号
、
二
○
○
五
・
三)

「『
源
氏
物
語
』
を
読
む
た
め
の
仏
教
通
史
」 (

『
源

氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
』
39
「
早
蕨
」、
至

文
堂
、
二
○
○
五
・
四)

「
思
想
基
盤
と
し
て
の
仏
教
―
女
の
宿
世
と
親
の

 

因
果 

―
」（
同
右
）

〔
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〕

「『
源
氏
物
語
』
仏
教
関
連
表
現
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(

β
版)

」（
鈴
木
裕
子
教
授
と
の
共
著
。
平
成
十

六
年
度
駒
澤
大
学
特
別
研
究
助
成
成
果
報
告
、

二
○
○
五
・
二)

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
家
族
の
あ
り
方
と
仏
教
』」（
石

井
公
成
・
小
宮
信
夫
・
藤
見
純
子
、『
日
本
仏
教

学
会
年
報
』
第
六
十
九
号
、
二
○
○
四
・
五)

〔
書
評
〕

「
柳
田
聖
山
著
『
臨
済
録
』(『
禅
文
化
』
第
一
九

三
号
、
二
○
○
四
・
七)



一
九
〇

「
末
木
文
美
士
『
明
治
思
想
家
論(

近
代
日
本
の
思

想
・
再
考
Ⅰ)

』『
近
代
日
本
と
仏
教
（
近
代
日

本
の
思
想
・
再
考
Ⅱ
）』」(『
宗
教
研
究
』
第
三

四
四
号
、
二
○
○
五
・
六)

 

〔
発
表
〕
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、
ブ
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ス
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、
二
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○

四
年
五
月
三
十
日)

「S
y
n

th
esis of H

u
a
y
a
n

 a
n

d
 C

h
a
n

 in
 U

isa
n

g
's

S
ch

ool

」 (In
tern

a
tion

a
l C

on
feren

ce: K
orea

n

B
u

d
d
h

ism
 in

 E
a
st A

sia
n

 P
ersp

ectiv
es

、
韓

国
金
剛
大
学
校
、
二
○
○
四
年
十
月
二
十
四
日
）

「
近
代
の
日
本
・
中
国
・
韓
国
に
お
け
る
『
大
乗
起

信
論
』
の
研
究
動
向
」（
比
較
仏
教
文
化
学
術
研

討
会
、
大
阪
仏
光
山
寺
、
二
○
○
四
年
十
一
月

二
十
七
日)

「
辛
亥
革
命
前
夜
に
お
け
る
華
厳
思
想
と
無
政
府

主
義
―
章
太
炎
と
劉
師
培
の
場
合
―
」（
第
十
九

回
国
際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
世
界
大
会
、東
京
、

二
○
○
五
年
三
月
三
十
日
）

〔
公
開
講
座
〕
平
成
十
七
年
度
駒
澤
大
学
春
季
公

開
講
座
「
近
代
日
本
の
仏
教
を
め
ぐ
っ
て
‥
日

本
か
ら
東
洋
・
西
洋
へ
―
渡
航
者
た
ち
・
相
互

影
響
・
す
れ
違
い
―
」（
於
駒
澤
大
学
中
央
講
堂
）

　
木
村
　
誠
司

〔
論
文
〕

「
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
自
相
説
に
つ
い
て
（
一
）」（『
駒

澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』第
十
号
、  

二
〇
〇
四
・

十
）

「
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
バ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
理
解
」

（『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』第
三
十
三
号
、二

〇
〇
五
・
三
）

〔
発
表
〕

「
ツ
ォ
ン
カ
パ
と
祈
り
」（
日
本
仏
教
学
会
平
成
十

六
年
度
学
術
大
会
、二
〇
〇
四
年
九
月
十
七
日
、

於
龍
谷
大
学
）

　
角
田
　
泰
隆

〔
監
修
〕

『
知
っ
て
お
き
た
い
曹
洞
宗
』（
日
本
文
芸 

社
、
二

〇
〇
四
・
十
二
）

〔
論
文
〕

「
道
元
禅
師
の
修
道
論 

―
特
に
『
正
法
眼
蔵
随
聞

記
』
に
見
ら
れ
る
学
道
の
用
心
に
つ
い
て
―
」

（『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』第
十
号
、 

二
〇
〇

四
・
十
）

「
宗
典
の
読
み
方
」（『
宗
学
研
究
』第
四
七 

号
、二

〇
〇
五
・
三
）

「
戒
と
僧
の
現
状
と
提
言
」（
仏
教
タ
イ
ム
ズ
社

『
現
代
戒
想
』
所
収
、
二
〇
〇
四
・
五
）

〔
発
表
〕

「
宗
典
の
読
み
方
」（
第
五
十
回
宗
学
大
会
、 

二
〇

〇
四
年
十
月
二
十
八
日
、
於
駒
澤
大
学
）

　
袴
谷
　
憲
昭

〔
論
文
〕

「
道
世
『
法
苑
珠
林
』 

の
「
福
田
」
文
献
」（『
駒
澤

短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
二
号
、
二
〇
〇

四
・
三
）

「
仏
教
思
想
論
争
考
」（『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論

集
』
第
十
号
、
二
〇
〇
四
・
十
）

「
戦
争
の
時
代
―
日
本
文
化
礼
賛
者
の
系
譜 

―
」

（『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
十
号
、
二
〇

〇
四
・
十
）



一
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「
新
刊
補
記
」（『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』第
十

号
、
二
〇
〇
四
・
十
）

「
無
性
の
文
証
の
確
認
」（『
駒
澤
短
期
大
学
研
究

紀
要
』
第
三
十
三
号
、
二
〇
〇
五
・
三
）

「
出
家
菩
薩
と
在
家
菩
薩
」（
村
中
祐
生
先
生
古
稀

記
念
論
文
集
『
大
乗
仏
教
思
想
の
研
究
』、
同
刊

行
会
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
五
・
六
）

　
奥
野
　
光
賢

〔
論
文
〕

「
鎌
倉
期
三
論
宗
に
お
け
る「
仏
性
縁
起
」解
釈
に

つ
い
て
」(『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
十

号
、 

二
〇
〇
四
・
十
）

「
吉
蔵
の
法
華
経
観
」（『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀

要
』
三
十
三
号
、
二
○
○
五
・
三)

〔
発
表
〕

「
吉
蔵
の
法
華
経
観
」（
第
六
回
国
際
法
華
経
学

会
、
二
○
○
四
年
八
月
六
〜
八
日
、
於
カ
ナ
ダ
・

ト
ロ
ン
ト
大
学
）

〔
出
張
〕

日
本
仏
教
学
会
平
成
十
六
年
度
学
術
大
会（
二
〇

〇
四
年
九
月
十
八
日
、
於
龍
谷
大
学
）

第
三
回
グ
レ
ー
ト
・
ブ
ッ
ダ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二

〇
〇
四
年
十
二
月
十
八
、
十
九
日
、
於
東
大
寺

金
鐘
会
館
）

〔
公
開
講
座
〕
平
成
十
六
年
度
駒
澤
大
学
秋
季
公

開
講
座
「
三
蔵
法
師
の
世
界
―
鳩
摩
羅
什
―
」

（
於
駒
澤
大
学
中
央
講
堂
）

【
公
開
講
演
会
】

　
二
○
○
四
年
十
一
月
十
七
日
　
午
後
六
時

　
演
題
　
袴
谷
・
松
本
両
氏
の
仏
教
理
解
に
対
す
る

　
若
干
の
異
議
申
し
立
て

　
講
師
　
龍
谷
大
学
教
授
　
　
　
桂
　
紹
隆
先
生

◇
研
究
テ
ー
マ
提
出
者
（
平
成
十
七
年
度
）

仏
教
科
一
年

寺
島
　
良
純
　
「
業
論
の
考
察
」

清
水
　
喜
久
子
「
法
華
経
の
菩
薩
行
―
法
師
に
つ

い
て
」

川
崎
　
一
之

「
禅
と
心
」

三
吉
　
瑛
輝
　「
曹
洞
宗
の
両
祖
の
生
涯
」

梅
本
　
晃
代

「
女
性
と
仏
教
―
最
初
の
出
家
者

善
信
尼
に
つ
い
て
」

吉
岡
　
見
純

「『
修
証
義
』
に
よ
る
教
化
」

杉
本
　
佳
哉

「
道
元
禅
師
の
坐
禅
」

高
橋
　
昭
夫

「
曹
洞
宗
の
宗
義
と
歴
史
」

吉
村
　
綾
輔

「
仏
教
と
は
何
か
」

田
中
　
琢
磨
　
　
現
代
に
お
け
る
仏
教
の
存
在
意
義

玉
井
　
宏
忠

「
中
観
思
想
に
於
け
る
縁
起
と
自

性
の
矛
盾
関
係
―
二
重
構
造
の
解
体
―
」

松
井
　
量
孝

「
道
元
禅
師
の
学
道
観
」

松
本
　
好
寛

「
宗
教
学
上
に
お
け
る
仏
教
の
位

置
」

仏
教
科
二
年

佐
々
木
佳
子
　
「
仏
教
と
人
間
生
活
の
か
わ
り

方
」

海
老
名
孝
和

「
ア
ン
ベ
ー
ド
ガ
ル
の
仏
教
観
」

長
谷
川
惠
子

「
小
乗
仏
教
の
世
界
」

金
居
　
　
陽    

「
日
本
人
の
神
社
観
」

石
井
　
章
仁    

「
曹
洞
宗
に
お
け
る
社
会
福
祉
の

思
想
と
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
」

月
村
　
　
修    

「
仏
教
と
夢
分
析
」

舟
山
　
睦
男    

「『
般
若
心
経
』
に
つ
い
て
」

泉
　
　
敬
山    

「
現
代
宗
教
事
情
の
考
察
―
若
者
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の
既
成
寺
院
離
れ
と
新
興
宗
教
―
」

飯
田
　
勝
洋

「
現
代
生
活
慣
習
の
内
で
の
教

え
」

石
龍
　
泰
晃

「
中
国
か
ら
日
本
へ
の
仏
教
伝
来

―
『
阿
毘
曇
五
法
経
』
に
つ
い
て
―
」

清
水
　
秀
男

「
仏
教
に
お
け
る
平
和
思
想
と
現

代
」

萩
原
　
　
智

「
新
興
宗
教
が
社
会
に
与
え
た
影

響
」　

大
滝
　
雅
宣

「
宗
教
と
教
育
」

◇
平
成
十
七
年
度
短
大
仏
教
科
在
学
生

　仏
教
科
一
年

寺
島
　
良
淳

清
水
喜
久
子

種
子
　
知
紀

増
澤
　
稔
人

鈴
木
　
博
仁

多
田
加
代
子

小
野
　
裕
幸

長
田
　
　
肇

川
崎
　
一
之

澤
野
　
武
夫

三
吉
　
瑛
輝

茂
田
　
孔
淳

梅
本
　
晃
代

吉
岡
　
見
純

岸
　
　
　
徹

小
山
田
光
樹

　
中
水
　
　
了

杉
本
　
佳
哉

　
浜
野
　
修
雄

高
橋
　
昭
夫

　
吉
村
　
綾
輔

佐
々
木
　
誠

　
田
中
　
琢
磨

井
橋
　
幸
重

　
鈴
木
　
泰
真

小
柳
　
　
富

　
倉
島
　
智
行

田
中
　
悠
琢

　
奥
山
　
良
栄

躑
躅
森
　
康

　
乙
川
　
裕
太

玉
井
　
宏
忠

　
松
井
　
量
孝

飯
尾
　
芳
寛

　
大
村
　
豊
伸

竹
内
　
祥
雄

　
松
本
　
好
寛

田
口
　
正
法

　
渡
邊
　
慧
良

仏
教
科
二
年

　
佐
々
木
佳
子

海
老
名
孝
和

　

　
長
谷
川
惠
子

小
原
　
俊
一

　

　
濱
　
　
弘
親

金
居
　
　
陽

　
石
井
　
章
仁

工
藤
　
昌
也

　
月
村
　
　
修

舟
山
　
睦
男

　

　
岡
部
　
良
行

萩
原
　
康
平

　
相
川
　
利
正

泉
　
　
敬
山

　
吉
野
ま
ど
か

飯
田
　
勝
洋

　

　
石
龍
　
泰
晃

中
堀
有
希
也

　

　
成
田
　
紀
久

清
水
　
秀
男

　
萩
原
　
　
智

大
滝
　
雅
宣

　
村
上
　
明
宏

井
上
　
翔
太

　
大
塚
　
元
晴

川
原
　
光
雄

　
小
林
　
泰
輝

青
柳
　
靖
典

　
向
　
　
英
信

熊
谷
　
晃
生
　

　

◇
諸
係
担
当
（
平
成
十
六
年
度
）

　
短
期
大
学
仏
教
科
主
任

 

木
村
　
誠
司

○
学
内
諸
係

全
学
教
授
会
委
員        

　

木
村
　
誠
司

自
己
点
検
・
評
価
委
員    

　

石
井
　
公
成

体
育
審
議
会
委
員        

　

奥
野
　
光
賢

教
員
人
事
委
員
会
委
員

石
井
　
公
成

図
書
館
委
員            

　

石
井
　
公
成

図
書
館
選
定
委
員

石
井
　
公
成

紀
要
編
集
委
員          

　

石
井
　
公
成

宗
教
教
育
運
営
委
員      

　

奥
野
　
光
賢

学
園
通
信
発
行
委
員
会
委
員

袴
谷
　
憲
昭

禅
文
化
歴
史
博
物
館
委
員

奥
野
　
光
賢
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○
学
科
内
諸
係

自
己
点
検
・
評
価
実
施
委
員

専
任
教
員
全
員

論
集
編
集
委
員
　
　
　

石
井
　
公
成
　

会
計
・
庶
務

奥
野
　
光
賢




